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「教職実践演習」 は, 2008年11 月に教育職員免許法施行規則改正で設定さ れ, 2010年度入学生より カ リ キュ ラムへの導

入がな された。 兵庫教育大学では, 法指定の2010年度の2 年前倒しで2008年度入学生より 「教職実践演習」 を新設 ・ 必修

化 し , 2011年度から授業を行っている。 兵庫教育大学の 「教職実践演習」 は, 「事例研究」 , 「模擬授業」 , 「ま と め」 の 3 

つを柱と し て構成 さ れている。 「教職実践演習」 は2014年度で 4 年目の取り 組みと な る。 また2008年度から実施 さ れてい

る兵庫教育大学の現行 カ リ キュ ラ ムも 6 年目と なる。 そこ で本稿では, 「教職実践演習」 の 3 つの柱のう ち , と く に 「模

擬授業」 を中心に, こ の 4 年間の 「教職実践演習」 の授業実践なら びに, 筆者らの一連の研究の成果を踏まえ , 「教職実

践演習」 の意義 を再考す る と と も に, 現行 カ リ キュ ラ ムの改善に向け ての提案 を行 っ た。

ア ンケ ー ト 調査や授業評価の結果のデータ を も と に, 「教職実践演習」 にかかわる学生の実態や意識 を明 らかに し た。 

と く に学習指導案作成や (模擬) 授業実施が教科間や大学の授業科目間でばらつき のあ るこ と が明 らかと な っ た。 「教職

実践演習」 の意義について, 「基本的資質の確認」 と 「学びの集大成の評価」 の 2 つの観点 をあげ, 「基本的資質の確認」

については必修科目の位置づけや授業内容の共通化 , 「学びの集大成の評価」 の実現については社会系 コ ースの実践 を も

と に, 個々の授業科目の見直 し と と もに授業科目間の連携 を意識させて授業科目間の有機的な結合 を図り , 学生が有機的

な統合をイ メ ージしやす く す るこ と を提案 し た。 

キーワード : 教職実践演習, 模擬授業, 学習指導案, 授業連携
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1 . はじ めに

「教職実践演習」 は, 2008年11月に教育職員免許法施

行規則改正で設定 さ れ, 2010年度入学生よ り カ リ キュ ラ

ムへの導入がな さ れてい る。 本科目は, 「教職課程の他

の科目の履修や教職課程外での様々な活動 を通し て学生

が身に付けた資質能力が, 教員 と し て最小限必要な資質

能力 と し て有機的に統合 さ れ」 , 最終的に形成 さ れてい

るかを確認す る科日 であり , 「学びの軌跡の集大成」 と

し て位置づけ ら れる ( 中央教育審議会, 2006) 。 実施に

あた っ て , 教員 と し て求めら れる 4 つの事項や授業形態

の例な どが示 さ れた。 しかし , 具体的な方法や内容等は

各大学に委ねら れており , 大学 ごと に試行ない し模索が

な さ れてき た。

兵庫教育大学では, 法指定の2010年度ではなく , 2 年

前倒しで2008年度入学生より 「教職実践演習」 を新設 ・ 

必修化し , 2011年度から授業を行っている。 兵庫教育大

学の 「教職実践演習」 の取り 組みについては, 別惣ほか

(2012) , 南埜ほか (2013) , 別惣ほか (2014) ならびに

2014年 3 月に開催 し た シンポジウム ' ) におい て発表 ・ 

報告を行ってき た。 南埜ほか (2013) では, 「事例研究」 , 
「模擬授業」 , 「ま と め」 の 3 つを柱とする兵庫教育大学

の 「教職実践演習」 の授業内容のう ち, と く に 「模擬授

業」 に焦点 をあてて , その授業設計につい て紹介す る と

と も に, 2011年度の授業 を PDc A サイ ク ルの手法を用

いて検討 し た。 具体的にはア ンケー ト 調査 をも と に 「教

職実践演習」 の課題と問題点なら びにその要因を抽出し , 
次年度に向けた改善を提案 した。 また別惣ほか (2014) 
では, 2011 年度と2012年度の授業評価の結果を比較検討

* 兵庫教育大学大学院教育内容 ・ 方法開発専攻認識形成系 コース * * 兵庫教育大学大学院教育内容 ・ 方法開発専攻行動開発系教育コース

* * * 兵庫教育大学大学院教育実践高度化専攻小学校教員養成特別 コ ース

* * * * 兵庫教育大学大学院教育実践高度化専攻生徒指導実践開発コース

* * * * * 兵庫教育大学大学院人間発達教育専攻幼年教育 コ ース

* * * * * * 兵庫教育大学大学院人間発達教育専攻学校心理 ・ 発達健康教育 コース 平成27年 7 月 7 日受理
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表 1 カ リ キュ ラ ムの授業科目における学習指導案の作成と 模擬授業の実施状況

科目群 グループ 授業科目 
標準 
履 

習指導案作 模擬授業実施 

教養 
科目 
群 

(26*) 

基礎的アカ デ ミ ッ ク能力科目 ( 1 *) 
社会課題探究科目 (20*) 

l 社会認識と地理情報 1 5 
理器0系基確組日 ( 5 *、 
表現コ ミ ュ ニケー シ ョ ン科目 (21 *) 

l 英語コ ミ ュニケーシ ョ ン II 1 
l 体育n 2 8 

教職 
キ ャ
リ ア
科目 
群 

(31 *) 

教職基礎科目 ( 8 *) 
教職支援科 ヨ (21*) 

道徳教育論 2 
特別活動論 3 
保育内容表現論 2 

教職発達科 ヨ ( 2 *) 
実践演習 4 

教育 
実践 

リ フ 
レク 
シ ヨ 

ン科 
目群 
(48*) 

初等教科内 (16*) 
国語 I 1 
算数 I 1 
社会 I 1 6 
理科 I 1 
生活 1 
音楽 I 1 5 
図画工作 I 2 5 
体育 I 1 5 
家庭 I 2 

語 II 2 5 
数 II 2 6 

t会 II 2 8 7 
科 II 2 
楽 II 2 
画工作 II 2 

E 
育 II 2 

初等教科指 ( 8*) 
語 晴 法 2 44 11 
数 f言法 2 7 

l:会 晴 法 2 88 39 
科 i 法 2 

生活 :清 法 2 22 
音楽 晴 法 2 24 
図画 工 三科教育法 2 6 
体育, 2 28 
家庭 晴 法 2 10 
英語 教 ョ法 2 23 

語, 研究 2 17 6 
数. 研究 3 8 11 

一会 研究 3 20 13 
科 受 究 3 
楽 研究 3 6 
画工 授業研究 3 
育科 研究 3 7 9 

家庭科 研究 3 11 9 
実地教育科 ヨ (10*) 

教育情報メ デ ィ ア実習 
(実地教育VI) 2 14 11 
マイ ク ロ テ イーチ ン グ実習 
(実地教育v ) 2 59 137 
学校観察実習 (実地教育 I ) 1 
フ レ ン ドシ ッ プ実習 
(実地教育n ) 2 
初等基礎実習 ( 実地教育nl) 3 154 140 
初等応用実習 (実地教育IV) 4 82 75 
中学校実習 (実地教育Ⅷ) 4 110 94 
高等学校実習 (実地教育IX) 4 8 9 
初等実習リ フ レク シ ヨン 
(実地教育Ⅶ) 3 26 29 
中等実習 リ フ レク シ ヨン 
(実地教育X ) 4 11 14 

イ ンタ ー ン ., ッ プ科目 ( 4 *) 
注) 回答者数は164で ある , 回答者 5 以上の科目のみ値を掲載 , ただし教育実践 ・ リ フ レク シ ヨ ン科目群は

すべての科日 を掲載 し てい る ,

* はそれぞれの科日群 ・ グループの開設授業科目数を示す ,
出所) アンケート調査 (2012年10月 2 日, 2012年11月 6 日実施) より筆者ら作成, 

し , 改善の効果等を検証した。

「教職実践演習」 は2014年度で 4 年目の取り 組みと な

る。 また2008年度から実施さ れている兵庫教育大学の現
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行 カ リ キュ ラ ムも 6 年目と なる。 そこ で本稿では, 前述

の 「教職実践演習」 の 3 つの柱のう ち , と く に 「模擬授

業」 を中心に, この 4 年間の 「教職実践演習」 の授業実



教職実践演習 「模擬授業」 の授業実践から考えるカリ キュラム改善の提案

表 2 実地教育にいて授業を行った教科

(人) 

教科 
実地教育 III 

(初等基礎実習) 
実地教育「V 

(初等応用実習) 
国語 
社会 
算数 
理科 
音楽 
図画工作 
体育 
家庭 
生活 
外国語 (英語) 
道徳 

112 ( 2 ) 
34 ( 3 ) 

130 ( 1 ) 
21 ( 6 ) 
0 ( 9 ) 

16 ( 8 ) 
27 ( 4 ) 
0 ( 9 ) 

20 ( 7 ) 
0 ( 9 ) 

23 ( 5 ) 

58 ( 2 ) 
18 ( 5 ) 
63 ( 1 ) 
13 ( 6 ) 
7 ( 9 ) 
8 ( 8 ) 

26 ( 4 ) 
0 (10) 

10 ( 7 ) 
0 (10) 

38 ( 3 ) 

出所) アンケー ト調査 (2012年10月 2 日, 2012年11月 6
日実施) よ り筆者 ら作成,

践な ら びに, 筆者 ら の一連の研究の成果を踏まえ , 「教

職実践演習」 の意義 を再考す る と と も に , 現行 カ リ キュ

ラ ムの改善に向け ての提案 を行う 。 

2 . 「教職実践演習」 に関係する授業科目と履修状況

1 ) 「基本的資質の確認」 と 「学びの集大成の評価」

2013年度に行った 「教職実践演習」 担当教員へのアン

ケ ー ト では , 「学生に と っ て良い学 びの機会にな っ た」

こ と が多 く あげら れていた。 ま た, 「学生の習熟度 を知

る機会になり , 教員自身の振り 返り や, 教育大学での自

身のあり方 を考え る機会にな っ た」 と と らえ る授業担当

者も多 く みら れた。 一方 , 課題 と し てあげ ら れてい た内

容は, いずれも 「学 びの集大成」 と 位置づけ ら れる教職

実践演習にはな っ てい ないのではないかと い う 指摘であ

る。 具体的には, 「仕上げの授業になり に く い」 , 「最終

成果と するには残念」 と い っ た指摘である。

「教職実践演習」 のねらい を, 教員 と し て最小限必要

な資質能力 と し て有機的に統合 さ れ最終的に形成 さ れて

い るかを確認す るのか (以下, 「基本的資質の確認」 ) , 
大学 4 年間の学びの軌跡の集大成を評価するのか (以下, 
「学びの集大成の評価」) , それと も その両者であるのか。 

「教職実践演習」 の開設以来, 授業担当者間で繰り 返 し

議論がな さ れてき た。 筆者の一人であ る南埜は, 当初, 
後者 ( 「学びの集大成の評価」) に重点 を置いた立場にあ

り , 授業内容の設計を行っ た。 実際に授業を行い, 学生

の実態 を把握す る と , 後者で評価す るには極めて不十分

な実態があり (南埜ほか, 2013) , 前者に重点 を置 く 必

要性をみいだ し た。 こ こ では, まず前者の 「基本的資質

の確認」 と いう こ と に焦点 をあてて検討 し , その上で, 
「学 びの集大成の評価」 を どのよ う に実現す るかを考え

る。 

2 ) 教科指導力の育成と授業科目

教員養成系大学の授業 カ リ キ ュ ラ ムは, そのカ リ キ ユ
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ラ ムを通 じ て, 教員 と し て最小限必要な資質能力が育成

さ れるよ う に設計 さ れてい る。 兵庫教育大学では, 2008 
年度より 「教職実践演習」 も取り込んだ, 新 しいカリ キュ

ラ ム (以下, 現行 カ リ キュ ラ ム) で も っ て , 教員養成 を

行 っ てき た。 「教職実践演習」 の 「模擬授業」 にかかわ

る教員の資質能力 と は, 教科指導力である 2)。 最小限必

要と 限定す るな ら ば, それぞれの教科の授業 を計画的に

かつ適切に実施でき るこ と と なる。 教員が授業 を行う た

めの計画書が学習指導案であり , そこ には学校や児童の

実態に応 じ てそれぞれの教員の創意工夫がな さ れなけ れ

ばな ら ない。

教員養成大学では, その学習指導案作成や授業 を行う

ための知識や技能 を伝達する と と も に, その知識や技能

を実際に身につけ るために模擬授業 と いう 学習方法が取

り 入れら れてい る。 そ し て実践と し て行われる教育実習

で も学習指導案を作成 し , それに基づいた授業 を行っ て

い る。 兵庫教育大学のカ リ キュ ラ ムは, 「教養科目群」 , 
「教職キ ャ リ ア科日群」 , 「教育実践 ・ リ フ レ ク シ ョ ン科

目群」 の 3 つの科目群から なる。 2013年度の 「教職実践

演習」 のオリ エ ンテ ー シ ョ ン時に , すべての授業科目に

ついて学習指導案作成と模擬授業実施に関し て, 受講生

に ア ンケ ー ト 調査 を行 っ た。 こ の調査では , 実際に行わ

れてい るか否かよ り も , むし ろ受講生が模擬授業等の経

験 を どのよ う にと らえ てい るのかを把握す るこ と にねら

い をおいた。 その結果, 学習指導案作成と模擬授業実施

は 「教育実践 ・ リ フ レ ク シ ヨ ン科目群」 の授業科目で多

く みら れる 3) (表 1 ) 。 その一方で , 「教養科目群」 や

「教職キャリ ア科目群」 でも 「道徳教育論」 や 「体育 II」
な どで, 学習指導案作成や模擬授業実施の回答がみら れ

た。 なお , 「教職キ ャ リ ア科目群」 の 「教職実践演習」

につい て回答がな さ れてい ないのは, 同授業の 「模擬授

業」 を実施す る前のオリ エ ンテーシ ョ ン時に調査 し たた

めであ る。

2008年度から導入 さ れた現行 カ リ キュ ラ ムにおい て , 
学習指導案作成や模擬授業実施と も っ と も深 く 関連があ

り , ま たア ンケー ト 調査で も多 く の回答がな さ れたのは

「教育実践 ・ リ フ レ ク シ ヨ ン科日群」 であ る。 その教科

群の中でも , 授業科目によ り 学習指導案作成と模擬授業

実施はかなり のばらつきがある。 同科目群の中で 「初等

教科内容科目」 での実施はそれほど高 く ない。 また 「初

等教科指導科目」 では, 社会や国語関係で実施の回答が

多いのに対 し て , 理科関係は実施の回答がなかっ た。

教育実習での授業実施の状況は表 2 の示すと おり であ

る。 順位でみる と 最も多いのが 「算数」 で , 続いて 「国

語」 である。 そのあとは, 「実地教育 III」 では, 「社会」 , 
「体育」 , 教科ではないが 「道徳」 , 「理科」 であり , 「実

地教育IV」 では 「道徳」 , 「体育」 , 「社会」 , 「理科」 が続

いている。 教科ではない 「道徳」 や小学校の時間配当上, 
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表 3 初等教科 I ・ II における授業のテーマ及び目標

, II 

初 等 国 語 

漢文学の立場から、 初等段階に於け る漢詩 ・ 漢文読解に必要 
な知識および方法について話す, 

初等国語科の内容に相当する題材と して, い く つかの文学作 
品やそれに関する論理的文章 ・ 批評分析の文章な どをと り あ 
げ, それらに対する詳 しい考察 を試みるこ と を通 して , 「読 
むこ と」 や 「書く こ と (語るこ と) 」 について実践的な力を 

初 等 算 数 

数学の故郷は数 と図形にある と いわれる , その数 と図形の背 
景にある本質 を解明す るこ と によ り 初等中等教育者がもつべ 
き算数数学の基礎的素養 を与え るのがこ の授業の目的であ 
る , 

こ の授業では, 小学校算数科の単元事例に関する教材研究 ・ 
授業づ く り を通 して , 算数科の学習内容 と 指導法 を学ぶ, 

初 等 社 会 

小学校社会科の歴史, 目的, 内容, 方法に関する基礎的教養 
を培 う と と もに, 教師と しての基本的資質 を社会科授業実践 
と の関連で考察する, 

本授業の目的は, 小学校社会科の内容を, 各教科専門担当教 
員と 教科教育担当教員がよ り専門的に講義するこ と によつ 
て , 理解 を深めて も ら う こ と にある , 

初 等 理 科 

物理学, 化学, 生物学, 地学の各学問分野を概説 し , 初等教 
育の理科で扱 う内容の関連, 位置付けや価値につ 
いて初歩から解説する. 小学校理科におけ る指導内容の基礎 
基本の習得が期待 さ れる , 

初等教育の理科で扱 う内容の関連、 位置づけや価値について 
解説する , 初等理科 I を履修 してい る こ と が前提である , 小 
学校理科におけ る指導内容の基礎基本の習得が期待 さ れる , 

初 等 生 活 

生活科成立の背景, 構成理論, 具体的内容およびその実践内 
容を学ばせると同時に授業事例を検討 し , 生活科の基本的性 
格 を理解 させ る , 

設定な し 

初 等 音 楽 

ピア ノ 演習 を中心と しながら、 音楽に関す る基礎的知識はも 
と よ り、 音楽の実技能力全般について学習す る, 
初等教員に必要な基礎的音楽教養を身につけ るのがねらいで 
あ る , 

初等音楽 I よ りの継続 ・ 発展授業 と して設定さ れた授業で、 
音楽の各専門に関 して さ らに内容 を深め ・ 技術 を高めるこ と 
を目的 と する , 具体的にはまず希望の専門分野に分かれ 1 
0 回の実技演習 を受け, その後, 邦楽関連の授業 を全員受講 
する, ( 5 回) 
小学校音楽科におけ る専門知識 と 技能 を さ らに身につけ るた 

初 等 図 画 工 作 

教員と して図画工作科の学習 を支援するために必要な造形に 
関する基本的な考え方や基礎技術の習得を図る, 
大学生と しての教養 を深めた り , 美術の楽 し さ にふれる , 

美術における絵画, 彫塑, デザイ ンの各専門分野から , 教員 
と して小学校図画工作科に必要と さ れる造形に 
関する基本的な知識や表現技法について, 習得する, 
初等図画工作 I で培っ た図画工作科の知識や実技能力の更な 
る発展と深化 を目標と する . 

初 等 体 育 

教師の教養と して, 体育科におけ る教育観 ・ 指導観 ・ 児童観 
を醸成す るこ と を目指 し, 体育授業 をす るにあたっ て必要な 
認識 を培 う , 
具体的には, 体育科の存在根拠を認識するために, 体育科の 
目標 ・ 内容について理解す る, 

「初等体育 I 」 での学習にたっ て、 体育科の授業づ く り を 
よ り スムーズに行 う ために、 体育場面におけ る 「学習者」 に 
ついて理解を深めると と もに、 保健領域におけ る具体的授業 
づ く り のために必要な知識 を学ぶ, さ らに、 体育科の 「教 
育課程」 の構成等について も学ぶ, 

初 等 家 庭 

小学校家庭科の学習内容を理解するために必要な基礎的事項 
を習得す るこ と , また, 現代の家庭や生活 をめぐ る 
諸課題についての理解 を深めるこ と を目標と す る , こ れら を 
通 して , 初等教育者がもつべき家庭科に関す る基礎 
的素養 を身につけ る , 

設定な し 

出所) 兵庫教育大学 『平成26年度 授業計画 学校教育学部』 よ り , 筆者ら作成, 

相対的に授業時間数の少ない 「体育」 や 「生活」 での授

業が比較的多 く な さ れている。 一方, 「音楽」 , 「図画工

作」 , 「家庭」 での授業実習はあまり な さ れていない。 上

位 2 教科と それに続く 教科の間で大き な開きがある。 す

なわち , 「算数」 と 「国語」 と それに続 く 教科は 「実地

教育 IV」 の 「道徳」 は 3 分の2 程度であり , 「実地教育

m」 での 「社会」 は半分にも満たない。 

3 ) カ リ キュ ラ ム設計と履修実態

「教育実践 ・ リ フ レ ク シ ヨ ン科目群」 の 「初等教科内

容科目」 と 「初等教科指導法科目」 の授業科目は, それ

ぞれ2 つのグループに分け るこ と ができ る。 すなわち , 
前者は 「初等 0 0 1」 ( 0 0 には, 国語な どの教科名が

入る。 以下, 同 じ。) と 「初等 0 0 11」 であり , 後者は

「初等0 0 科教育法」 と 「初等0 0 科授業研究」 である。 

また 「初等0 0 1」 と 「初等0 0 科教育法」 は必修科目

であり , 「初等0 0 11」 と 「初等0 0 科授業研究」 は選

択科日である。 「初等 0 0 I 」 と 「初等 0 0 科教育法」
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を必修科目と するこ と で, 学生は小学校のすべての教科

につい て学ぶ機会が担保 さ れてい る。 こ の点は, 現行 カ

リ キュ ラ ムが導入 さ れた際の特色であり , 初等教員養成

課程であ る兵庫教育大学のミ ツシ ヨ ンと も整合がと ら れ

てい る o

表 3 と 表 4 は, 授業計画に示 さ れた各授業科目のテー

マお よ び目標 を整理 し た も ので あ る。 「初等 0 0 I 」 を

みる と , それぞれの教科の特質や授業の立案に力点 を置

く もの (たと えば, 社会や体育) がある一方で, 授業で

扱う 素材そのも のや基礎的素養に力点 を置 く も の (たと

えば国語や算数) がある。 また 「初等 0 0 科教育法」 で

は, それぞれの教科の目標 ・ 内容 ・ 方法 を中心に学習す

ると し てい る授業科目 (たと えば国語や生活) がある一 

方で, 授業担当する教師の技能や能力に力点 を置いてい

る もの (たと えば理科や音楽) も ある。 学習指導案作成

な ら びに模擬授業実施の有無につい てのア ンケー ト 結果

は, こ のよ う な授業のテーマ及び目標設定の違いが, 反

映さ れてい ると いえ よ う 。 
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表 4 初等教科教育法と初等教科授業研究における授業のテーマ及び目標

教育法 授業研究 

初 等 国 語 科 

小学校国語科教育の目標 ・ 内容 ・ 方法等について講述すると 
と もに, 内容 ・ 領域ご と の教材研究 ・ 授業構成 ・ 授業展開の 
実習および事例研究をお こ な う , 小学校国語科の授業者に求 
められる資質の形成 をねらい と してい る , 

小学校におけ る国語科の授業づ く り についてあら ゆる可能性 
を模索 してい く , 

初 等 算 数 科 

算数科の基本的指導事項について , その目標, 内容, 方法 を 
概観す る , 
「算数科」 を構成する数学的な内容の特質 を知 る と と もに, 

標準的な教材 を用いた指導法 を学習す る , 

算数科における教材研究、 授業観察 ( v T R ) 、 授業計画の 
立案 (学習指導案) 、 模擬授業を通 して、 授業設計のあり方 
を習得 し、 算数科授業づ く り に関する理解を深め知識 ・ 技能 
を を身に付け る , 

初 等 社 会 科 

学習指導要領における小学校社会科教育の目標 ・ 内容 ・ 方法 
に関する基本的項目を理解するこ とができ る, 
あわせて小学校社会科教育の実践例に触れつつ , 理論的な考 
え方の基礎 を養 う , また, 指導案の分析 を通 して , 優れた社 
会科授業の条件 を考察す るこ と ができ る , 

前期の実地育nl 、 及びその事後指導と しての初等実習 リ フ レ 
ク シ ヨン を踏ま えて、 小学校社会科の授業力のさ ら なる向上 
を目標と する , そのため、 教材研究から学習指導案の作成 を 
経て模擬授業にいた る各段階において、 社会系 コースの全教 
員がそれぞれの専門分野の立場から指導、 助言 を行い、 4 年 
次の実地教育IV に向けて授業力ア ップ を図る , 

初 等 理 科 

理科教育および理科教材に関する基礎的内容について, 実 
験 ・ 実習 を中心に学ぶ, 科学的な実験に関す る知識, 技法な 
らびに教材構成を理解 ・ 習得 し, 理科の指導力を身に付け る 
こ と を目標と する , 

初等理科の内容を適切に担 う物理 ・ 化学 ・ 生物 ・ 地学的素材 
について講述 し , それらの教材構成 を考えるこ と ができ るよ 
う にす る , 

初 等 生 活 科 

生活科の性格, 目標, 方法と いっ た教科を構成する原理につ 
いて学ぶ, 
社会, 自然, 人々と のかかわりの認識 を通 して , 自立への基 
礎 を養 う 教科と して生活科 をと ら え, 生活科の基礎理論の習 
得及び授業実践の分析, 授業計画作成の方法を理解する, 
生活科の教科理念 を把握 し, 生活科の性格や目標, 内容, 授 
業構成の仕方, 学習計画の立案, 評価の方法など生活科の授 
業づ く り に関する基本 を理解す るこ と ができ る , 

設定な し 

初 等 音 楽 科 

小学校教員、 と り わけク ラ ス担任教師と して音楽の授業 を担 
当する能力について、 基本的な内容を身に付け る, 

教科内容学の視点から , 教科教育と 教科内容の教員の協同に 
よ り , 小学校音楽科におけ る各専門領域の実技能力 を高める 
と共に, 教材研究 ・ 授業研究に対する知見を高める , 

初 等 図 画 工 作 科 

授業の基本的なテーマは, 「図画工作におけ る子 どもの視座 
に立つ教育内容の編成と理解」 である, 図画工作におけ る基 
礎的な内容と教材開発の視点について理解を深めるこ と を主 
要目的 と する , 

図画工作科におけ る学習指導について、 題材開発の理解を深 
め、 授業研究の力量を形成する , 

初 等 体 育 科 

教科の目標と授業の構造を踏まえ, 小学校体育科の授業を構 
成する運動領域の特性と 教育内容, ならびにそれらの学習者 
の発達と の関係について学習す る , さ らに, こ れらの知識 を 
べ一 スに各種運動の指導法が構築でき るよ う に育成す る , 

教科の目標と授業の構造を踏まえ、 小学校体育科の授業を構 
成する運動領域の特性、 学習内容、 ならびにそれらの学習者 
の発達と の関係について学習する , 

初 等 家 庭 科 

小学校家庭科の目標や及び指導法を学ぶ, 
実習や演習を通 して, 基本的技術 を身につけ, 教材の活用の 
仕方を学ぶ, 
講義や演習 を通 して, 基本的な知識と技術 を身に付け, 学習 
指導案 を作成でき るよ う にな る , 

小学校家庭科における学習指導について、 教材研究や授業研 
究と い う側面から理解 を深める , 

初 等 英 語 
小学校における外国語活動の目標 ・ 内容 ・ 方法等について概 
観 し、 その授業者に求められる資質の形成 をねらい と す る , 設定な し 

履修の状況について検討する。 「初等 0 0 I 」 と 「初

等0 0 科教育法」 は必修科日なので全員が履修している。 

そこ でこ こ では選択科目の 「初等0 0 II」 と 「初等0 0 
科授業研究」 の履修実態に焦点をあてる。 分析の対象は, 
前述の授業科目に関する学習指導案作成と模擬授業実施

のア ンケート 調査 を行 っ た学年である。 「初等 0 0 II」
を複数科目履修し た学生は 7 人あり , 「初等 0 0 科授業

研究」 を複数科目履修し た学生は 1 人もいなかっ た。 選

択教科ではあるが, 小学校教員と し て多 く の教科につい

て学ぶこ とは望ま しいと考え ら れる。 しかし学生の履修

は, 「初等0 0 11」 と 「初等0 0 科授業研究」 をそれぞ

れ 1 科目のみ履修す る学生が大半であ る。 履修上は, 
「初等0 0 11」 と 「初等0 0 科授業研究」 は2 単位分が

選択必修と な っ てい る。 「初等教科内容科目」 で20単位
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以上, 「初等教科指導法科日」 で22単位以上を修得する

こ と にな っ てい るが, 前者は必修の 「初等 0 0 I 」 で18 
単位, 後者は同 じ く 必修の 「初等 0 0 科教育法」 で20単

位が揃う ために, 「初等 0 0 11」 と 「初等 0 0 科授業研

究」 でそれぞれ 1 科目 ( 2 単位) をと れば, その条件 を

満たすこ と ができ る。 また配当学年の 2 年生と 3 年生の

授業は過密であり , 1 年間の履修制限4) も ある。 後述

す るよ う に, 4 年生次に学生が履修す る授業科目は少な

いので, 4 年生の段階で履修するこ と は可能である。 し

かし教育実習があるために現実的には単位の修得が難 し

い。 こ のよう なこ と から , 大部分の学生は, 「教育実践 ・ 

リ フ レ ク シ ヨ ン科目群」 では履修上必要な単位 しかと っ

ていない と考え ら れる。 
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表 5 初等教科 II と初等教科授業研究における履修状況

(人) 
初等国語 

II 
初等算数 

II 
初等社会 

II 
初等理科 

II 
初等音楽 

II 
初等図画 
工作 II 

初等体育 
II 

受講生 
総数 

関係 コース
学生受講率 

(%) 
初等国語科授 

業研究 24 (2) 1 2 2(1) 2 13 1(1) 45 31. 0 
初等算数科授 

業研究 6 1 4 1 12 100. 0 
初等社会科授 

業研究 19 1 4 24 92. 0 
初等理科授業 

研究 
3(1) 1(1) 3 1 3 1 12 100. 0 

初等音楽科授 
業研究 

1(1) 1(1) 16 14 32 100. 0 
初等図画工作 
科授業研究 2 12 2 16 100. 0 
初等体育科授 

業研究 
4(2) 1 8(1) 3 2 5(3) 23 100. 0 

初等家庭科授 
業研究 1 1 9 1 12 100. 0 

受講生総数 32 9 33 14 22 58 10 
関係 コース学生 
受講率 (%) 55. 2 75. 0 80. 0 50. 0 100. 0 100. 0 0. 0 

注) 数値は, 「関係コース学生受講率」 以外は, 受講生の人数 を示す, 全体で178人 ( ) 内の値は, 「初等 0 0 II 」 を 2 科目履修 した受講生の数, 

出所) 兵庫教育大学資料よ り , 筆者 ら作成, 

4 ) 基本的資質の育成

「基本的資質の育成」 と授業科目について, 学習指導

案作成と (模擬) 授業に焦点を当てて検討する。 実地教

育 V (マイ クロ テ イ ーチ ング) の授業では, 模擬授業や

授業の基本的技術の学習がな さ れてい る。 そのテーマ及

び目標をみる と 「 マイ ク ロ テ イ ーチ ン グを通 し て , 教材

の活用等に関す る基本的な知識 ・ 技術 を学ぶと共に, 教

材の活用法及び学習指導に関する基本的な考え方と技能

を修得する」 と ある。 「模擬授業」 にかかわる基本的資

質 と関係の高い内容が示 さ れてい る。 実際の授業での内

容について教科に注目 し てみる と , 算数を題材に指導が

な さ れてい るケ ースが多 い。

学習指導案作成は, 教育実習を含む実地教育 ( 「教育

実践 ・ リ フ レク シ ヨ ン科目群」 の 「実地教育科目」 ) で

も行われる。 教科に注目する と , ア ンケー ト 結果が示す

よ う に , 教科によ り その実施はかなり ばら つきがあ る こ

と は, すでに指摘 し た (表 2 ) 。 し たがっ て, 教育実習

で, すべての教科についての学習指導案や授業の技能に

ついての基本的資質の育成を実現するこ と はでき ない。

教科ごと の学習指導案作成や模擬授業については, 専

修専門科目で も関連の授業科目が設定さ れてい る。 たと

えば社会については, 中学校教員免許にかかわる授業科

目で, 「社会科教育法 I 」 , 「社会科教育法n 」 , 「社会科

教育法m」 , 「社会科教育法「V」 があり , また高等学校教

員免許にかかわる授業科目で 「地理歴史科教育法 I 」 , 
「地理歴史科教育法 II 」, 「公民科教育法 I 」 , 「公民科教

育法 II 」 がある。 こ れらの授業科目でも , 学習指導案作

成や模擬授業の内容 を含んでい る。 そ し てこ れらの授業

科目は社会系 コースの学生はも と よ り , 学校教育専修や
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総合学習系 コ ースの学生の履修も あ る。 しか し ながら , 
履修上の制限も あり , 学生が教員免許取得を前提に選択

でき る教科は多 く ても 2 教科である。

「教職実践演習」 の 「模擬授業」 にかかわる基本的資

質 を , 学習指導案作成な ら びに実際に授業 を行う ための

技能と 限定す るな ら ば, それら をすべての教科につい て

学ぶこ と ができ るのは, 必修科目である 「初等 0 0 I 」

と 「初等 0 0 科教育法」 においてのみと な る。 実際の授

業では, 必ず し もそれらの授業科目で学習指導案の作成

がな さ れてはいない 5)。 現時点での 「教職実践演習」 の

「模擬授業」 はこ のよ う な実態 を補完す る意味で , ク ラ

ス設定 6) がな さ れてい る。 し か し なが ら カ リ キ ュ ラ ム

上は, 必修科目である 「初等 0 0 1」 と 「初等 0 0 科教

育法」 において, 学習指導案作成の基本的知識 ・ 技能の

習得がな さ れ, 「教職実践演習」 におい て, その習得の

確認と いう こ と で 「基本的資質の確認」 をす ると いう 位

置づけが適切であると考え る。 

5 ) 教科専門性の育成

近年では小学校でも教科担任制が導入さ れているが, 
基本はあ く までも ク ラ ス担任制であり , また小規模校で

は教科担任制の導入は人員配置の上で難し く すべての教

科を一人の教員が担当せ ざる を得ない。 そのよ う なこ と

から , 小学校教員はすべての教科の授業 を行え ると いう

こ と が最低の資質要件である。 初等教員養成課程である

兵庫教育大学では前項で議論 したよ う に, すべての教科

に関する知識 ・ 技能の修得が基本的資質と位置づけ ら れ

よ う o

一方, 小学校の統合が進めら れると と も に, 中央教育
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審議会でも小中一貫校 (義務教育学校) の新設が検討さ

れており 7), そこ では小学校教員 と 中学校教員の協働な

ら びに交流が推進さ れる。 小学校教員 も中学校の授業 を

担当する機会が増え るこ と が予想さ れ, 教員の教科の専

門性はより 一層求めら れる状況にある。 その部分を補う

には, 選択科目や中学や高等学校の教員免許取得を通じ

てそ れぞれの教科専門性 を身 につけ る こ と が求めら れよ

う o

前項で整理し たよ う に, 必修科目の 「初等 0 0 I 」 と

「初等 0 0 科教育法」 が全教科にわたる基礎的資質の育

成であ る と す る な ら ば, 選択科目の 「初等 0 0 II 」 と

「初等 0 0 科授業研究」 は, 個々人の教科専門性を育成

する授業科目と し て位置づけ ら れる。

では, 学生は選択科目である 「初等 0 0 11」 と 「初等

0 0 科授業研究」 について どのよ う に履修 し てい るので

あ ろ う か。 その履修状況 を整理 し たのが表 5 であ る。 

「初等0 0 II」 においては図画工作が最も多 く 178人中58 
人 (32.6%) の学生が選択 し , 以下, 社会33人 (18.5%) 
と 国語32人 (18.0%) が続いてい る。 「初等 0 0 科授業

研究」 においては, 国語44人 (25.4%) がも っ と も多 く , 
以下, 音楽32人 (18.5%) と社会24人 (13.9%) が続い

てい る。 教育実習において多 く 実習 さ れてい る算数の履

修はあま り 高 く ない。 図画工作や音楽な ど実技 をと も な

う 教科を選択する学生が多い。 また教科 ・ 領域教育専修

の学生はそ れぞれの教科が コ ース と な っ てい る。 「初等

0 0 11」 においては国語, 理科, 体育のコースの学生は

他の教科の授業科目を選択する学生が多 く , 「初等 0 0 
科授業研究」 におい てはほと んどの学生が自 コ ースの教

科の授業科目 を選択 し てい る。 ただ し , 国語 コ ースの学

生は他の教科の授業科目を選択 し た学生が多い。 「初等

0 0 II」 と 「初等0 0 科授業研究」 で同じ教科を選択す

るケ ースは , 社会系 コ ースで高い割合がみら れた。 そ れ

以外の教科では音楽や国語のコ ースで割合が高いが, 全

体と し ては異な る教科を選択 し てい る と いえ る。

学生の履修に関する考え方と し て, 多様な教科に触れ

るこ と に主眼を置 く 場合 と教科の専門性を高めるこ と に

主眼を置 く 場合が考え ら れる。 「初等 0 0 II 」 と 「初等

0 0 科授業研究」 の履修実態をみると , 全体と し ては前

者の学生が多 く を占めてい るのが現状である。 こ の事実

は, 「教職実践演習」 の評価や 「模擬授業」 で希望する

実施教科のア ンケ ー ト におい て , 現行の ク ラ ス編成 を肯

定的にと らえ ら れてい る結果と も一致し てい る。 しかし

ながら , 先に示 し た今後の教育現場の方向 (小学校の統

合や小中一貫校の推進な ど) への対応と いう 点では, 検

討を要する実態といえ る。 
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3 . 教職実践演習と カ リ キュ ラ ム

1 ) 「基本的資質の確認」 と授業科目

前項では, 兵庫教育大学のカ リ キュ ラ ム上の教科指導

関連授業科目について検討 し た。 「基本的資質の確認」

と の関係では, 必修科目の 「初等 0 0 1」 と 「初等 0 0 
科教育法」 での学習 と の関連がも っ と も強い と いえ る。 

そのほかに必修科目である 「実地教育 V (マイ クロ テイー 

チ ン グ実習 )」 と も 深 く かかわっ てい る。 ま た実践 と い

う 点からは, 必修科日の教育実習 (「初等基礎実習 (実
地教育m)」 と 「初等応用実習 (実地教育IV)」) がある。 

こ れら必修科目で基礎 ・ 基本を し っかり 学習 し , 「教職

実践演習」 ではその学 びが身につい てい るかどう か, ま

たある授業科目での学びが他の授業科目と の学びに有機

的に統合 さ れてい るかどう かを確認す るこ と で 「基本的

資質の確認」 と いう 目的 を達成するこ と ができ ると考え

る o

教科と い う 観点から必修科目をみてみる と , 「初等 0 
0 1」 と 「初等 0 0 科教育法」 はすべての教科について

設定がな さ れてい る。 しか し ながら , 前項ではその内容

は教科 ごと にかな り 異な るこ と を指摘 し た。 「実地教育

V ( マイ ク ロ テ イ ーチ ン グ実習 )」 につい ては , 算数 を

事例に展開し ている。 「初等基礎実習 (実地教育m)」 と

「初等応用実習 (実地教育 IV)」 においても , 実際に実習

で行 っ てい る教科は教科間で大き な差がある。 こ のよ う

な実態を補完する方策と し て, 「教職実践演習」 の 「模

擬授業」 におい ては, 所属す る コ ースに関係す る教科以

外の教科で学習指導案作成と模擬授業を行う こ とは意味

がある と いえ る。

し かし ながら 「教職実践演習」 の前提と し ては, こ れ

ら必修科目ですべての教科の指導能力の基礎 ・ 基本を学

習す る方がカ リ キュ ラ ム上は整合性がと れると 考え る。 

「基本的資質の確認」 にかかわっ て , すべての教科につ

いて教授するこ と を, 教育実習において実現するこ と は, 
実習実施校と の調整を考え ると現実的には難しい。 よ っ

て大学の授業科目で対応せざるを得ない。 そこ で, 次回

の大学 カ リ キュ ラ ムの検討では, 全教科を対象 と し た必

修科目の 「初等 0 0 1」 と 「初等 0 0 科教育法」 におい

て, 基本的事項 (学習指導案作成の知識 ・ 技能な ど) の

共通化や教育実習の実態 (実習で授業がな さ れてい る教

科等) を踏まえ た上での内容の作成と その実施の徹底が

求めら れる。 

2 ) 社会系 コ ースの場合

教職実践演習の 「ま と め」 は, コ ース単位で実施さ れ

てい る。 社会系 コ ースでは, コ ース所属の全教員が参加

し , 学生の 4 年間の振り 返り を一緒に行 っ ている。 その

過程で , 学生から授業への要望な どの意見 も直接に出 さ

れ, 教員にと っ ても担当授業科目の内容を再考するき っ
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表 6 社会系 コ ース学生の 「 教職実践演習」 (模擬授業)
における学習指導案の作成日数と評価

多い 十分 不十分 合計 

1-3日 
0. 0 
0. 0 

14. 3 
0. 0 

42. 9 
5. 9 

57. 1 
5. 9 

4-7 日 
4. 8 
0. 0 

14. 3 
41. 2 

14. 3 
0. 0 

33. 3 
41. 2 

10日 
4. 8 
0. 0 

0. 0 
0. 0 

14. 3 
5. 9 

4. 8 
5. 9 

2週間 
0. 0 
0. 0 

4. 8 
5. 9 

0. 0 
5. 9 

4. 8 
11. 8 

1ケ月以上 
0. 0 

17. 6 
0. 0 

17. 6 
0. 0 
0. 0 

0. 0 
35. 3 

合計 
9. 5 

17. 6 
33. 3 
64. 7 

57. 1 
17. 6 

注) 上段は2013年度, 下段は2014年度の値を示す,
出所) アンケー ト調査 (2013年12月21 日, 2014年12月20日実施)

よ り筆者ら作成. 

かけ と な っ てい る。 以下, こ れまでの改善や新たな取り

組みがな さ れた事例 を示す。

社会系 コ ースに所属する教員がかかわる授業科目と し

て, 「初等社会 I 」, 「初等社会 II」 , 「初等社会科教育法」 , 
「初等社会科授業研究」 がある。 選択教科であ る 「初等

社会n 」 と 「初等社会科授業研究」 は, 全教員で取り 組

むこ と と な っ た。 「初等社会 II 」 では, 社会科で取り 扱

われる教材の背景と 基礎と し て , そ れぞれの教員の専門

研究を紹介すると と も に, その研究内容が小学校の授業

と どのよ う にかかわり , ま た教材 と し て どのよ う に活用

で き るのかを講義 し てい る。 そのこ と によ り , 受講生に

幅広い教養と多様な教材化の視点 を身につけ させるこ と

をめ ざし てい る。 「初等社会科授業研究」 では, 受講生

が歴史的分野, 地理的分野, 公民的分野の 3 つの分野に

分かれ, そ れぞれ学習指導案の作成 を行 っ てい る。 その

作成過程において, 内容専門の立場と 教科専門の立場か

ら助言 ・ 指導 を行い , よ り レベルの高い教材研究と 学習

指導案の作成に取り 組んでい る。 最後には模擬授業 を通

じ て, その学習指導案の有効性なら びに授業の技法につ

い て修得で き てい るかのチ ェ ッ ク を行 っ てい る。

必修科目である 「初等社会 I 」 と 「初等社会科教育法」

において, まず 「初等社会 I 」 では, 社会科と いう 教科

につい て理解す る と と も に, 小学校での実際に行われて

い る社会の授業につい ての紹介がな さ れてい る。 「初等

社会科教育法」 では, 学習指導案作成の基本や教材研究

の方法につい て講義がな さ れてい る。

社会系 コ ース以外の教員がかかわる授業につい て も , 
い く つかの新しい試み (連携) を図っ た。 学習指導案作

成と (模擬) 授業の実践は, 教育実習なら びにそのリ フ

レ ク シ ヨ ンの授業 で行 わ れて い る。 そ こ で 教育実習

(「基礎実習 (実地教育m)」) と 「初等実習リ フレク シ ヨ

ン (実地教育Ⅶ)」 と の連携を試みた。 「初等実習リ フ レ

ク シ ヨ ン (実地教育 Ⅶ)」 は , コ ース ご と の ク ラ ス編成

であ り , 社会系 コ ースの学生が受講生 と な る。 そ こ で
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「社会」 のあ る第 3 学年から第 6 学年に配属 さ れた社会

系 コースの学生に 「社会」 の学習指導案作成と授業を課

題にするよ う , 予め附属学校の教員に依頼す る。 「初等

実習 リ フ レク シ ヨ ン (実地教育VII )」 では, その学習指

導案のブラ ツシユア ツプを課題と し て行う こ と と し た。 

その授業の最後では , そ れら ブ ラ ツ シユア ツプ し た学習

指導案の模擬授業を行い, その検討には附属学校の教員

も参加するよ う にし た。 また選択科目ではある教育実習

(「中学校実習 (実地教育Vn)」 ・ 「高等学校実習 (実地

教育IX)」) と 「中等実習リ フレク シ ヨン (実地教育X)」, 
な ら びに 「教職実践演習」 と の連携を図 っ た。 4 年生次

に学生が履修 し てい る大学での授業は少ない 8)。 その一 

方で, 必修の教育実習 (「応用実習 (実地教育「V)」) に

加え , 中学校 ・ 高等学校の教員免許を取得するための教

育実習 (「中学校実習 (実地教育Ⅷ)」 ・ 「高等学校実習

(実地教育 IX ) 」 ) があ る。 それらの実習期間は学生ごと

に異なるために, 大学での授業は日程調整が極めて困難

と なっ ている。 中学校 ・ 高等学校の教員免許を取得する

ための教育実習の事後指導と して 「中等実習リ フレク シ ョ

ン (実地教育 X )」 が設定 さ れてい る。 こ の授業のク ラ

ス編成は , 教科単位で あ る。 「中等実習 リ フ レ ク シ ョ ン

(実地教育 X ) 」 の授業日は各教科の担当教員に一任さ れ

てい る。 と く に受講生が多い教科では, 先にあげた理由

から一斉授業を設定するこ と は難し く , 授業日の設定等

で担当教員 に大き な時間的負担が強い ら れてい るのが現

状であ る。 2013年度から本研究にかかわる テス ト ケース

と し て , 社会系 コ ースの学生の 「教職実践演習」 (模擬

授業) での教科を社会と 設定 し た。 その結果, 「中等実

習リ フ レ ク シ ヨ ン (実地教育 X )」 と 「教職実践演習」

の受講生がほぼ同 じ と なり , 両授業科目の連携が可能と

な っ た。 「中等実習リ フ レ ク シ ヨ ン (実地教育 X )」 では

単に中等教育だけ を考え させるのではな く , 初等教育と

の連続 ・ 連携を考え させる授業内容と した。 具体的には, 
中学 ・ 高校の教育実習で行った授業内容と小学校での授

業単元 と の関係 を考え さ せるこ と , 「教職実践演習」 で

作成する小学校の学習指導案の単元 を中学 ・ 高校の授業

では どのよ う に発展 させて学習す るのか検討 させるこ と

を学習課題に設定し た。 後者の関連で, 「教職実践演習」

の学習指導案作成にも取り 組ませるよう にし たのである。 

「教職実践演習」 のオリ エ ンテー シ ョ ンを10月 ではな く

4 月に行い , 受講生の教育実習の実習期間 を配慮 し て

「教職実践演習」 での学習指導案作成や教材研究をグルー

プ ( 2 名も し く は 3 名) を行い , 前述の演習 を行っ た。 

その指導においては, 兵庫教育大学教職大学院教育実践

高度化専攻授業実践開発 コ ースと 連携を図り , メ ンタ一 

と し て同 コ ースの院生の協力 を得た。 院生にと っ ては, 
現場での新任教員の指導のシミ ュ レーシ ョ ンと し ての意

義 を有す る 9 )。 
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2014年度のア ンケー ト 結果をみる と (表 6 ) , 学習指

導案作成にかけた日数が 「 1 ~ 3 日」 の受講生は5.9% 
と 大幅に減少す る と と も に, 「 1 か月以上」 と す る受講

生は35.3% に達 し , よ り 時間をかけ て取り 組む受講生が

増え た。 受講生の評価も 「不十分」 と するものが57.1% 
から17.6% と なり , 「十分」 とするものは64.7% と なった。 

また2013年度と2014年度の両年を担当 した学外からの実

地指導教員からは, 2014年度の学習指導案の質が大幅に

良 く な っ たと の評価 を受け た。

以上のよ う に社会系 コ ースの教員がかかわる授業 だけ

を取り上げても, 学習指導案作成と模擬授業という 学習

形態が繰り 返し行われている。 こ こ で, 重要な点は, そ

れぞれの作業が質的に異なるこ と の理解を学生に徹底す

るこ と であ る。 必修科日 に限定す る な ら ば, 「 マイ ク ロ

テイ ー チ ング実習 (実地教育 V ) 」 で学習指導案と模擬

授業の基本的事項を習得, 「初等社会 I 」 で教科につい

ての基礎的知識を得, 「初等社会教育法」 で学習指導案

の基本的事項を習得, 「基礎実習 (実地教育m) 」 ではそ

れまでの授業で習得 し た基礎を基に し た実践と な る。 そ

し て 「初等実習 リ フ レ ク シ ヨ ン (実地教育 Ⅶ)」 ではそ

の実践の振り 返り を行う こ と で, 知識 ・ 技能の習得と定

着 を徹底す る。 こ れら の経験 をべ一 ス と し て , 「初等社

会科授業研究」 では教材研究に力点を置いて, 教材開発

力 の強化 がな さ れる。 そ し て その一連の学 びの成果 を

「初等応用実習 (実地教育IV) 」 で実践する。

こ れらの学習 と実践の軌跡は, 集大成と し て 「教職実

践演習」 の 「模擬授業」 につなげ ら れる。 こ のよ う な

「学 びの軌跡」 を事前に学生に も提示 し , それぞれの授

業科目を展開す るこ と で , 「学びの集大成の評価」 と し

ての 「教職実践演習」 の実現ができ う る ものと 考え る。 

4 . おわ り に

本研究のもと も との研究対象は 「教職実践演習」 であっ

た。 しかし , 「教職実践演習」 が 4 年間の 「学びの軌跡

の集大成」 と いう 位置づけであるこ と から , 大学のカ リ

キュラ ムにおけ る他の授業科目との関係も研究対象と なっ

た。 そのこ と で, 結果と し て FD 活動と し ての側面を有

す るこ と と な っ た。 本研究によ り , 「教職実践演習」 が

FD 活動やカ リ キ ュ ラ ムの見直 し のき っ かけ と な る こ と

を見出し た点が新しい知見である。

本研究では, ア ンケー ト 調査や授業評価の結果のデー

タ を も と に, 「教職実践演習」 にかかわる学生の実態や

意識を明ら かに し た。 と く に学習指導案作成や (模擬) 
授業実施が教科間や大学の授業科目間でばらつきのある

事実 を明 ら かに し た。 そのよ う な実態 を前提に , 「教職

実践演習」 の意義につい て , 「基本的資質の確認」 と

「学 びの集大成の評価」 の 2 つの観点 をあげ, その観点

から大学のカ リ キ ュ ラ ムについ て検討 し た。 「基本的資
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質の確認」 については, 必修科目の位置づけや内容につ

いて提言を行 っ た。 そ し て 「学びの集大成の評価」 の実

現については社会系 コ ースの実践 を も と に検討 し た。

社会系 コ ースの実践において, 「教職実践演習」 にコ ー

スの全教員がかかわっ たこ と が大き な意味 を持 っ てい る。 

「教職実践演習」 を通 し て, 個々の授業科目の見直 し と

と も に, 授業科目間の連携 を意識す るよ う にな っ た。 そ

のこ と を踏まえ た改善と取り 組みの結果, 授業科目間の

有機的な結合が図 ら れ, 学生にと っ ては有機的な統合 を

イ メ ー ジしやす く な っ たと いえ る。 授業科目の連携 を図

る こ と で , 「学びの集大成の評価」 の実現と と も に, 選

択科目や専修必修科目の授業科目の履修を含めて教科専

門性の向上が図 ら れるこ と と な っ た。 具体的な成果と し

て, 本稿で示した教育実習 (「中学校実習 (実地教育Ⅷ)」 

「高等学校実習 (実地教育 IX)」) と 「中等実習リ フレ

ク シ ヨ ン (実地教育 X )」 , なら びに 「教職実践演習」 と

の連携でみら れるよ う に, 学生の授業への参加 も増え る

と と も に, 不十分な学習と な るこ と を回避す るこ と につ

なが っ た。

以上に示 し た社会系 コ ースの改善のキーワー ドは 「連

携」 であるといえよう 。 その 「連携」 を可能にし たのは, 
本研究のテス ト ケースと し て 「教職実践演習」 の 「模擬

授業」 を学生が所属する コースと同 じ教科で実施 し たこ

と である。 「学びの集大成の評価」 や教科専門性の向上

と いう 点では, 同 じ教科で行う こ と が有効であると いえ

る。 その一方で , 社会系 コ ースの学生から他の教科での

実施 を望む声があ っ たのも事実で あ る。 そ れは , こ れま

で当該の教科について十分に学んでいないこ と や実践を

行 っ てい ない こ と が理由である。 本研究で明 ら かにな っ

たよ う に, 必修科目の内容のばら つきや教育実習におけ

る実習教科のばら つき があ る。 その補完 と し て現行の

「教職実践演習」 の 「模擬授業」 のク ラ ス設定は一定の

評価は得ら れてい る。 し かし ながら , 大学のカ リ キュ ラ

ムと し てこ のよ う なパ ッチ的対応が果た し て適切であ る

かは検討の余地があ る。

選択科目である 「初等0 0 n 」, 「初等0 0 科授業研究」, 
教育実習 (「中学校実習 (実地教育Ⅷ)」 ・ 「高等学校実

習 (実地教育IX)」) や 「中等実習リ フレク シ ヨン (実地

教育 X )」 では, 社会系 コ ース以外の受講生も い る。 そ

れら他 コ ースの受講生に と っ て , こ のよ う な 「連携」 は, 
部分的なかかわり と な る。 そのため高い教育効果は望め

ず, またそれら学生に対 し ての配慮や調整が必要である。

ま たすべてのコ ースで社会系 コ ースの事例で示 し たよ

う な 「連携」 や授業 を実現でき る と はいえ ない。 「模擬

授業」 の実施を念頭に置 く と , 現在の 「模擬授業」 のク

ラ ス編成が20人前後で設定 さ れてい るよ う に, 1 ク ラ ス

と し て20人の学生で構成 さ れる コ ースが対応と なる。 兵

庫教育大学のコース分けは, 学生の希望に沿う 形で毎年
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調整 さ れており , 数人の コ ースから20人 を超え る コ ース

ま でかな り のばら つき があ る。 そのため, 「模擬授業」

のク ラ ス を編成で き る コ ースは一部に限ら れる。 ま た毎

年, 人数に変動があり , そのこ と で授業の形態や内容の

調整が毎年必要と なり , 安定 し た授業の実施を難し く さ

せてい る。 質の高い教育 を考え るのなら ば, コ ース定員

の固定等 を検討す る必要がある。

最後に 「連携」 にかかわって, 今後の課題を 3 点示す。 

「連携」 が学びの有機的な統合への切り口であるこ と を , 
本研究の成果は示 し ている。 第一 に多様な 「連携」 も模

索である。 本研究で示 し た 「連携」 は, 授業科目の 「連

携」 や 「初等社会科授業研究」 における内容専門と教科

専門との 「連携」 のほか, 「基礎実習 (実地教育m)」 と

「初等実習 リ フ レ ク シ ヨ ン (実地教育Ⅶ)」 におけ る附属

学校の教員 と の 「連携」 , 「模擬授業」 (社会) におけ る

現場と の 「連携」 '°) があ る。 と く に, 教育実習や現場と

の 「連携」 は, 今後, 大いに求めら れよ う 。 ただ し , 現

行カ リ キュ ラ ムにおけ る教育実習の実施は, 本研究で示

し たよ う に大学の授業科目の裁量を大き く 制約し ている

側面があるこ と も事実である。 教育実習と大学の授業カ

リ キュ ラ ムの 「連携」 におい ては, 現行では学生や大学

教員が小 ・ 中 ・ 高校の現場に赴 く 形 をと っ てい る。 本研

究の実践で示し たよう な小 ・ 中 ・ 高校の教員が大学の授

業科目に参画するこ とは教員個人の資質向上や学校経営

上も 意義があ る と考え る。 そのこ と で両者のバラ ンスや

双方向の学びが可能と なる。 そのよ う な試みの導入が, 
次回カ リ キュ ラ ムの検討課題の一つであ ろう 。

第二に学年間の 「連携」 である。 兵庫教育大学のカ リ

キュ ラ ムは基本的に学年単位で設定 さ れてい る。 そのた

め, 学習指導案作成や模擬授業の実施においては, 同 じ

顔ぶれで学習する場合が多い。 その結果, ある種の馴れ

やマ ンネ リ が生 じ てい る。 福井大学では, 「全学年 をま

たい だ世代継承サイ ク ル」 を カ リ キュ ラ ムに組み込むこ

と で , 異な る学年間での学びあい を実現 し , 成果を上げ

てい る (遠藤, 2012) 。 本研究では, 「マイ クロ テイ ーチ

ング実習 (実地教育 V ) 」 から 「初等社会科授業研究」

にい たる学習 と 実践の軌跡 を示す と と も に, 社会と い う

一つの教科にこ だわるこ と で, 教科専門性の向上を指摘

し た。 授業の対象学生を教科単位で編成さ れてい る ク ラ

スに固定でき れば, その学習 と実践の軌跡の中に, 異な

る学年間の交流も可能になり , 学びあいや知識 ・ 技術の

継承が実現で き るのではないかと考え る。 テス ト ケ ース

を設定 し てその有効性の検証が求めら れる。

そ し て第三に 「教員養成ス タ ンダー ド」 と 「 ヵ リ キユ

ラ ムマ ツプ」 と の 「連携」 で あ る。 兵庫教育大学では

「教員養成ス タ ンダー ド」 を2013年度から 「 ヵ リ キユラ

ムマ ツプ」 と し て , 教員養成ス タ ンダー ド (50項目) と

授業科目と の関連を示 し , 学びの軌跡の可視化 を図 っ て
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いる (別惣, 2013)。 本研究では, 「教員養成スタ ンダー

ド」 や 「 ヵ リ キ ユラ ムマ ツプ」 と の整合性につい ては , 

全 く 議論 し ていない。 その議論を通 じ て, 本研究の成果

を大学カ リ キュ ラ ム全体に適用す る可能性も見え て く る

ので, 今後の課題と し て指摘 し てお く 。 
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注

1 ) 2014年 3 月 3 日に兵庫教育大学神戸ハーバー ラ ン ド

キ ヤンパスにて , 「教職実践演習」 の取 り 組みを行 っ

てい る兵庫教育大学, 弘前大学, 福井大学の関係者を

パネ ラ ー と し て, 集中的な意見交換を行 っ た。

2 ) 一方, 兵庫教育大学の 「教職実践演習」 の 「事例研

究」 では, 学級経営や PTA 対応な どを含めた生徒指

導能力 を対象と し ている。

3 ) 「教養科日群」 の 「社会認識と 地理情報」 では模擬

授業を全 く 行 っ ていない。 しかしその授業に対 し て模

擬授業を し たとす る回答がある一方で, 受講生全員が

学習指導案の作成を行 っ てい る 「教育実践 ・ リ フ レ ク

シ ヨ ン科目群」 の 「初等社会科授業研究」 では作成 し

てい ない と す る回答があ っ た。 こ のよ う な矛盾す る回

答がな さ れてい る要因 と し て , ア ンケー ト 実施者の説

明不足や回答者の誤解な どが考え ら れる。 以下のア ン

ケ ー ト 結果の分析にあた っ ては , そ れぞれの値 を細か

に分析す るのではな く , あ く まで も それぞれの授業科

目の傾向なら びに学生の意識レベルを示す ものと し て

扱い, 考察を行う 。

4 ) 兵庫教育大学の学部履修規定で, 1 年間に履修登録

でき る単位数の上限は, 50単位と 定めら れてい る。

5 ) たと えば算数の学習指導案に関する指導は, シラバ

スでは 「初等算数 I 」 では設定 さ れてお ら ず, 「初等

算数 II」 に設定さ れている (表 3 )。

6 ) 「模擬授業」 におけるク ラス編成は, 学生の所属コー

ス (分野) を基本単位と し て, 20人前後のク ラ ス を10
ク ラ ス作り , 所属 コ ースと は異な る教科で模擬授業の

実習を行う こ と と した。 たとえば2014年度において,
言語 コース (国語) の学生は算数, 自然系 コース (理
科) の学生は体育で模擬授業 を行う よ う 設定さ れてい

る。

7 ) 平成17年10月26 日中央教育審議会答申 『新しい時代

の義務教育を創造する』。 
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8 ) たと えば2014年度の社会系 コース 4 年生の授業登録

についてみる と , 16人中10人は通常の時間割に設定さ

れた授業はな く 集中講義の授業のみであ っ た。 通常の

時間割に授業登録がある学生についても , も っ と も多

い学生で 4 コマ (前 ・ 後期あわせて) だけである。

9 ) 授業実践開発 コ ースと の連携の具体的な内容と その

有効性の検討は, 稿を改めて検討する。

10) 「模擬授業」 (社会) では, 実地指導講師と し て授業

実践のリ ーダー的存在である年齢の現職教員 と , 教員

と し ての全体的な姿勢や態度 を評価す るために校長経

験者から コ メ ン ト を受けている (南埜ほか, 2013) 。 
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